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２０２０年度�
� 第１回鶴見・神港支部研修会のご報告

日　時　令和２年８月２５日（火）
　　　　１８：００〜２０：４５
場　所　Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ使用）
テーマ　 「補助金や融資制度等を活用した行政

書士が行う資金調達支援」
講　師　柴田宏之会員（鶴見・神港支部）

　新型コロナウイルスの云々などもう聞き飽き
た冒頭のあいさつは省略させていただき、世間
では新政権の下でデジタル庁発足や、運転免許
証のデジタル化など高潮のような波が押し寄せ
てきており、やれ人の話は実際に会わないと伝
わらないだとか、懇親会の飲みニケーションで
こそ大事な情報交換ができるとか、そんなこと
言っているようでは完全に取り残されてしま
う、、、のかもしれません。前置きはこのぐら
いにして、２０２０年度鶴見・神港支部第１回
支部研修会を、当支部初のＺＯＯＭによるオン
ライン研修により開催いたしました。
　当日は鶴見のミーティングルームをサテライ
トとして用意し、今回の講師である鶴見・神港
支部所属の柴田宏之会員をお招きし、「補助金
や融資制度等を活用した行政書士が行う資金調
達支援」というテーマで講義をしていただきま
した。現場では研修部スタッフ３名にてノート
パソコン３台を駆使して、Ｗｅｂ会議システム
上の訪問者の入室許可や講師のボイスチェック
等のタスクをこなし、岡田素樹会員の司会進行
により予定通り開催することができました。
　講義内容は、コロナウイルスに関連する今な
らではの補助金や給付金の制度概要、実際に柴
田会員が申請されたリアルな経験談など、受講
者の皆さんが実務で活用できるような今までに
ないスペシャルな内容となっていました。

　今回約６５名の方が参加され、途中離脱する
方もなく講義後質問者との会話もでき、オンラ
インセミナーでも充分研修会の役割を果たせる
と手応えを感じた次第です。会場への往復が省
け自宅や事務所から気軽に参加でき、自分の姿
を隠すことができるので女性はノーメイクで、
男性は短パンＴシャツで参加、なんて方もいら
したのではないでしょうか。
 （鶴見・神港支部　研修部　中西慶介）

緑支部令和２年度�
� 第１回研修会・第２回研修会のご報告

日　時　 令和２年８月２９日（土） 
１４：３０〜１６：３０

場　所　アートフォーラムあざみ野
題　目　 令和２年度第１回研修会「行政書士に

よる補助金支援業務について」
講　師　檜垣岳夫会員

　新型コロナウィルスの自粛規制などにより開
催が延期となっていた、神奈川県行政書士会緑
支部令和２年度の第１回研修会が開催されま
した。本年度の研修は、新型コロナウィルス
感染症対策として、「会場での研修」「ＹｏｕＴ
ｕｂｅでの研修動画配信」の２部立てで行って
おります。新型コロナウィルス感染症対策とし
て，「会場での研修」は、研修参加者を１８人
までに限定し、参加者には、事前に支部独自に
作成した「新型コロナウィルス感染症対策ガイ

鶴見・神港支部

緑支部
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ドライン」と「対策チェックリスト」に従い、
チェックした後、来場頂きました。着席は前後
交互に　「１テーブル１人着席」とし間隔を空
け、会場の扉・窓を一部開けた状態で換気を行
い、十分な対策の上で開催いたしました。

　本日の研修は、金融関係や神奈川県中小企業
団体中央会などでも、補助金関連のセミナーを
開催されている、補助金・助成金業務に造詣が
深い檜垣岳夫先生による「行政書士による補助
金支援業務の活用方法・申請書類作成のポイン
ト」についてお話し頂きました。特に今年は新
型コロナウィルス感染症対策の補助金も多数発
表されており、企業支援業務は社会から求めら
れる、行政書士業務のフィールドです。今回は
補助金の中でも補助金額の高い「ものづくり補
助金」を例に挙げて、補助金事業に精通した檜
垣先生ならではの、採択されやすい申請書の書
き方、ポイントそして補助金業務を行う上で、
専門家としてお客さまのために、どのようなこ
とができるか。実際の事例や記載例などを豊富
に盛り込み、即実践で活用できる内容をご説明
頂き、２時間があっという間の、内容の濃い研
修会となりました。
　最後に、講師の檜垣岳夫会員、研修部の皆さ
ま、ありがとうございました。
 （広報部　伴貴代子）

日　時　 令和２年１０月３日（土） 
１４：３０〜１６：３０

場　所　都筑公会堂　第一会議室
題　目　 令和２年度第２回研修会「行政書士に

よる相続業務について」
講　師　岡本祐樹会員

　新年度も下半期となりようやく２回目の研修
会が開催されました。緑支部ではコロナ禍の影
響で忘年会・新年会の中止が決定となりました
が、研修会は会員の自己研鑽のために必要・不
可欠な活動として催す運びとなりました。講師
は本会民事法務部長であり緑支部副会長の岡本
祐樹会員にご講義頂きました。行政書士の仕事
の大道である相続業務について、経験豊富な講
師にお教え頂けるということで新人・中堅会員
を中心に出席され、また後日配信のＹｏｕＴｕ
ｂｅ動画でも多数の会員が受講されました。

　まず、行事書士は他士業と比べて相続業務に
ついて特殊なスタンスであることを挙げられま
した。また基本である「権利義務・事実関係の
書類の作成」が我々の定められた業務である
点、職務上請求書の使用方法に注意する点は講
義の中でも何度か触れられました。そして、
「心がけること」、「相談者のパターン」、
「業務のフロー」等体験談を基にご説明して頂
きました。講師は、丁寧な傾聴・スピード感・
文書内容等とても謙虚な姿勢でお客さまに接し
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ており、それが信頼感を得ている様でした。そ
のせいあり、集客はご紹介が主ということで
す。「紹介されるためには一つ一つ丁寧に取り
組み大切に積み重ねる、仕事の仕方は誰かが見
ている。」という言葉にはとても説得力があり
ました。また、レジュメには参考資料として相
続を取り巻く環境を時系列表で掲載されてお
り、これは相続業務増加を期待させるものでし
た。今回の研修会によって、行政書士業務を代
表する相続業務について大変役に立ち、緑支部
会員のレベルアップに繋がったことと思いま
す。
　最後に、講師の岡本祐樹会員、研修部の皆さ
ま、ありがとうございました。
 （広報部　荻原有記）

令和２年度�
� 横浜中央支部第１回研修会報告

日　時　令和２年９月１７日（木）
　　　　１４時００分〜１７時００分
場　所　オンライン（Ｚｏｏｍを使用）
テーマ　第一部「事務所運営、顧客獲得について」
　　　　第二部「業務別相談会」
参加総数　３０名

　第１回研修会は、オンラインでの開催となり
ました。委員会内でも何度か練習を重ね、当日
を迎えた形でしたので、何とか無事に終了でき
て安堵しております。参加して頂いた皆様には
温かく見守っていただきましたこと、この場で
お礼申し上げます。
　研修内容として第一部では、例年と同じく業
歴１〜３年の会員を対象として、事前に集めた
アンケートを元に、司会者が５名のパネリスト
（先輩行政書士）にそれぞれの経験を聞いてい
く形式で進めました。

　第二部での業務別相談会では、Ｚｏｏｍのブ
レイクアウトルーム機能を使って分野別に８つ
のルームに振り分け、３〜４人で約２０分間、
業務別相談を４クール行いました。Ｚｏｏｍで
は発言が１人に限られるため、２０分では質問
時間が短く感じられたようです。今後も、リア
ル研修やオンライン研修、どちらであっても、
満足していただけるよう充実した内容を目指し
ていきたいと思います。
　研修会終了後はそのままオンライン懇親会へ
と移り、新たに参加した会員も含め、ランダム
で小分けルームに仕切り、シャッフルさせなが
ら親睦を深めることができました。他支部から
もご参加いただき、ありがとうございました。
 （研修委員　西尾理恵）

【令和２年度戸塚支部新入会員向け�
� 研修会兼オンライン懇談会】

　１０月１０日（土）１８〜２０時、懇談会を
兼ねた「新入会員向け研修会」をオンライン形
式にて開催しました。今回の研修会は、入会５
年以内の会員が優先して参加できることと、研
修会と懇親会を区切らず、軽く飲食しながら
（アルコールも可）、和気あいあいとした雰囲
気の中で先輩会員の話を聞けるように企画され
ました。

横浜中央支部

戸塚支部
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　冒頭、進行役の蛭川副支部長より、発言は司
会の指名を待って行うこと、お互いを「先生」
ではなく「さん」付けで呼ぶようにとの呼びか
けがあり、続いて、大道支部長より挨拶と乾杯
の発声がありました。
　前半１時間は、参加者全員（１４名）の自己
紹介で始まりました。今回は懇親会を兼ねた研
修会ということで、各自が用意したおつまみを
紹介し合って雰囲気を和らげたあと、新型コロ
ナウィルス感染防止対策として実践しているこ
とについて情報交換を行いました。
　後半１時間は、新入会員にとっての関心事で
ある集客方法、取扱業務の選択とスキルアッ
プ、報酬の設定や事務所の運営などについて、
新入会員と先輩会員の間で質疑応答が行われま
した。最後は当支部会員でもある水野日行連副
会長より、持続化給付金をはじめとするコロナ
関連支援業務についてお話しいただき、昨今の
状況の中で行政書士にできる社会貢献につい
て、具体的なお話しをしていただきました。
 （研修担当幹事：望月彦次）

鎌倉支部令和２年第２回研修会報告

　令和２年８月２９（土）１５時より、鎌倉芸
術館　集会室にて令和２年度第２回の鎌倉支部
研修会が行われました。他支部の支部長も会場
にてご出席いただき、ウェブ会議システムＺｏ
ｏｍでの参加を含め、参加者は合計６０名近く

になりました。

　今回の研修のテーマは、「あの日の私に耳打
ちしたい事務所運営よもやま話」です。司会進
行の早乙女和男会員から、今回の研修会も寸劇
を交えた面白くもためになる研修会であるとお
話がありました。そして、会の進行は、新人役
の田中誠支部長がベテラン先生役の中澤仁会員
の事務所を訪ねて質問するという形式で進めら
れました。安部薫会員、西脇裕子会員も加わ
り、お話はとても盛り上がりました。
　まずは第１部、新人行政書士の一番の関心事
である集客方法のお話から始まりました。中澤
仁会員からは、出来るだけたくさんの会員と挨
拶をすることが大切であると教わりました。自
分自身を売り込んで一人でも多くの会員に自分
を知ってもらうことが必要だと分かりました。
またその他の方法として、無料相談会を開催す
る方法や飛び込み営業という方法もあると教わ
りました。
　会話が進むにつれ、行政書士の業務範囲はと
ても広く、その中で自分の専門性をどのように
築いていくのか、というお話になりました。安
部薫会員からは、現在の業務内容は行政書士に
なる前から決めておられたとお話がありまし
た。愛犬家の安部薫会員は、前職でのお仕事を
されながらトリミングの資格を取得され、今は
動物法務を業務の中心としつつ、そこから関連
する補助金申請や事業計画書の作成といった分
野のお仕事もされています。
　自分の興味のある業務から展開していったた
め、あまり広報活動はしておらず、集客は紹介

鎌倉支部
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が中心であるとお話になられました。
　休憩を挟んで、第２部の報酬の決定方法につ
いてのお話に移りました。報酬額は安さを売り
にせず、最初から複雑な案件になることを想定
して、価格を決めることが大切であると教わり
ました。お客様への追加費用の請求は大変です
が、手続きが簡易に済んだ場合、お客様への還
元は簡単だからです。報酬は適正な金額にする
ことが大切であると思いました。
　第３部では、業際問題に巻き込まれてしまっ
た場合の対応方法として、①相手方に丁寧に対
応する、②他士業の専管業務には踏み込む意思
はないと説明する、そして、③自身の感情を乱
さない、の３つの基本的な心構えが大切である
と田中誠支部長から教わりました。

　その後、会場から、またＺｏｏｍで参加され
た会員からはチャットにより、質疑とそれに対
する回答がありました。そして最後は、田中誠
支部長の閉会の挨拶により、第２回目の研修会
は無事終了となりました。
　なお、研修会終了後は、同じ会場にて飲み物
で乾杯し、おつまみやお菓子をいただきながら
簡単な懇親会を行いました。コロナ禍において
感染防止対策に配慮したうえでの交流の場とな
り、先輩会員と直接お話が出来る大変有意義な
時間となりました。 （岩本善則）

寒川にて無料相談会を開催

　湘南支部は、令和２年１０月１０日（土）
に、寒川町宮山の寒川総合体育館にて無料相談
会を開催しました。
　当日は、台風の影響による大雨でした。昨年
の相談会は台風により中止となったので、今年
はどうなることかと心配でしたが、何とか開催
に漕ぎ着けました。ただ、コロナ禍も重なる
中、わざわざ相談会場まで足を運ぶ人がどれだ
けいるのか、開催後も不安で一杯でした。結局
３組５名の方が相談に来られましたが、この相
談者数は支部管内の自治体で最も人口の少ない
寒川町での相談会における例年並みの実績だっ
たので、取り敢えず一安心しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のた
め、町より参加人数を大幅に減らすように求め
られていたので、スタッフの人数は通常の半分
程度です。相談は、受付で検温と手指のアル
コール消毒を相談者に施した後に、相談者・ス
タッフ共にマスクをした状態で行われました。
　悪条件の中わざわざお越しいただいたため
か、相談者の方々は、遺言や相続に関するご相
談にとても熱心で、中には相談時間である３０
分を倍近く超過する方も。相談後は、皆さん一
様に満足気な様子でした。
　ちなみに、相談会は成功裏に終了しました
が、コロナ禍のためスタッフによる懇親会は開
催見合わせといたしました。例年、執行部以外
の一般会員へのスタッフ募集をするので、懇親
会は執行部と一般会員との貴重な交流の場にな
ります。今回は、スタッフの人数を減らさなけ
ればならなかったので、一般会員への募集自体
が無く、交流の機会も無くなってしまいまし
た。寂しい限りです。
　なお、今回の相談会は、支部が町との関係を
今まで以上に強化している中での開催でした。

湘南支部
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例えば、８月には町長を表敬訪問し、町民相談
室用にアクリルシールド板を寄贈。これが、各
士業等による対面での町民相談が再開するきっ
かけになりました。平素より町には、相談会場
の無償提供や町の広報紙による支部活動の告知
等、様々な形でご協力をいただいております
が、こうした取り組みを通じて、支部と町との
関係がより良好になったことは間違いありませ
ん。
　町の人口は少ないので、今回のような年１回
の相談会だけでなく、支部による月１回の常設
相談の件数も少ないのですが、少数でも困って
いる方は確実にいます。コロナ禍が長引く中で
も、そういった方々にご相談していただく機会
を少しでも増やすことが、地域に根ざす支部の
大事な役割でもあるのです。
　湘南支部は、今後も、管内の寒川町・藤沢市・
茅ヶ崎市に根ざした活動を続けて参ります。

《新型コロナウイルス感染症�
� 臨時市民相談会を実施》

　令和２年９月から相模原市では、本年に入り
全世界的に感染が広がっている新型コロナウイ
ルス感染症により、影響を受けている相模原市
在住・在勤・在学の方を対象に専門の相談員に
よる臨時市民相談会を開催しております。（緑
区・中央区・南区役所ごと２日間。合計６日
間）
　今回初めて相模原市と委託契約を締結し、弁
護士、社会保険労務士と共に専門ブースで相談
員として参加することになりました。
　初日は９月２６日（土）南区役所にて開催さ
れました。
　土曜日でありながら、相模原市役所市民局局
長渡邉様がご挨拶にお見えになり、前年の台風
１９号の際の災害対応と合わせて、行政書士相
模原支部の協力に大変感謝しているとのお言葉
を頂きました。
　相談内容としては、外国人の方で自国に帰国
していた際にコロナウイルス感染症が蔓延し日
本への再入国が出来なくなり、その間借りてい
たマンションの家賃を支払うことが出来ず立ち
退きを迫られているケースのご相談がございま
した。同時に参加されていた弁護士さんへ引継
ぎを致しました。
　今回のように行政書士、弁護士、社会保険労
務士が同時に相談を受けることで相談者様はと
ても安心されたのではないかと思います。
　引き続き１０月１１月に開催を継続してい
き、お困りになっている市民の皆様の一助とな
れるよう対応していきます。

相模原支部
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《地元のＦＭ局に出演し新型コロナウイ
ルス感染症対策での行政書士の役割につ
いてＰＲしました。》

　令和２年１０月７日（水）に地元のＦＭ局
「ＦＭさがみ」にて新型コロナウイルス感染症
対策での行政書士の役割についてＰＲする機会
を頂きました。
　行政書士の業務全般についてもご案内し、新
型コロナウイルス感染症対策での行政書士の役
割では、特に持続化給付金、家賃支援給付金、
Ｇｏ Ｔｏ トラベル事業の地域共通クーポン取
扱店舗登録申請等の代理申請が行政書士のみ認
められていることをＰＲしました。
　後半はリスナーさんからの質問を受けて、苦
境にある中華料理店の方からの切実な訴えを聞
き上記のような制度があること、各種申請は代
理で行えるので市役所などに足を運ばなくても
よいことなどをお伝えいたしました。
　今後も多様な方法で市民の皆様のお役に立て
るように取り組んでいきたいと思います。
 横山正直

《令和２年度第１回�
� 平塚支部研修会報告》

　神奈川県行政書士会平塚支部第１回研修会
は、令和２年９月２６日（土）、新型コロナウ
イルス感染防止のため、初のオンライン研修に

より開催されました。ＺｏｏｍというＷＥＢ会
議アプリを通して、研修参加希望者のパソコン
やスマホに向けて配信されました。
　研修内容は、建設業許可申請は初めての方に
もわかる申請基礎知識から、経審の詳しい説
明、そして建設業法等改正まで盛りだくさんで
行われました。建設業法等改正の主なものは令
和２年１０月１日（木）から施行されるもの
で、経営業務の管理責任者要件の見直しや、相
続などで許可を受けた地位が承継された場合の
手続きなど、建設業許可に携わる行政書士なら
大変興味深いであろう内容でした。

《平塚市役所にて�
� 広報月間市民無料相談会を開催》

　令和２年１０月６日（火）午後１時〜４時ま
で、毎年恒例とさせていただいている広報月間
市民無料相談会を平塚市役所にて開催いたしま
した。昨年同様、正面入り口左側、１階多目的
ホールに受付と待合席および相談席を設けての
開催でした。今年はコロナ禍での実施となる
ため、体温測定、手指消毒、除菌対策、マス
ク着用を徹底し、相談席間も充分距離をとり
ご相談者と相談員の間にはビニールシートを
設置し万全の対策で臨みました。相談席の間
隔をあけたため、昨年より少ない席での開催
となりましたが、５組の支部相談員が市民の
方々の様々なご相談をお受けしました。ご相談
内容の内訳は、相続１２件、遺言３件、成年
後見１件、その他３件の合計１９件でした。

平塚支部



行政書士 かながわ 2020.11/12 Vol.265

支 部 だ よ り

25

《二宮町町民センターにて�
� 広報月間街頭無料相談会を開催》

　令和２年１０月１１日（日）午後２時〜４時
まで、二宮町町民センター（２Ａクラブ室）に
おいて広報月間街頭無料相談会を平塚市役所以
外で初めて開催いたしました。初めて開催した
二宮町での街頭無料相談会は、まだ認知も浅
かったため、来場者は少なかったのですが、行
政書士チラシの設置をご許可いただく事がで
き、また、行政書士のポスター掲示についても
二宮町とご協議いただけるようになったなど、
一定の成果もありました。

令和２年度�
� 親睦事業を開催いたしました。
１．日　時　令和２年１０月３日（土）
２．場　所　 大和市内　引地台公園 

バーベキュー場

　令和２年１０月３日（土）、大和・綾瀬支部
におきまして、大和市内引地台公園において

バーベキューを開催いたしました。
　本年は新型コロナの影響を鑑み、近隣での親
睦事業開催となりましたが、天候にも恵まれ、
広々とした公園の中での食事を楽しむことがで
きました。
　また、新入会員の方も交えながら、支部会員
間の交流も行うことができ、とても楽しく有意
義な時間を過ごすことができました。
　緑に囲まれた緩やかな時間の中での食事会と
なりましたが、心身のリフレッシュも兼ねるこ
とができ、素晴らしい親睦事業を開催できまし
た。 髙杉未来

令和２年度支部役員会開催について

令和２年度支部役員会
日時： 令和２年７月１３日（月） 

１６時００分〜１７時３０分
場所：海老名市文化会館　会議室

　令和２年７月１３日（月）に令和２年度支部
役員会を開催いたしました。
　今回は、先に開催された令和２年度定時総会
にて承認された「支部令和２年度事業計画案」
を基にして、より具体的な活動内容を決めるた
めの会議となります。
　すでに新型コロナウイルス感染拡大防止のた
めの外出自粛宣言は解除されていますが、万一
のことを考慮して、各自が対策を実施し、いわ
ゆる３密を回避するようにケアしながら会議に
臨みました。

大和・綾瀬支部

海老名・座間支部
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　会議ではまず毎年海老名・座間両市で行って
いる街頭無料相談会に関して、コロナ禍の今年
度はどのような形態で開催するかどうかを話合
いました。座間市では毎回座間市様および座間
市社会福祉協議会様が開催されているふれあい
フェスティバルに合わせて街頭相談会を開催し
ていましたが、同会そのものの開催が中止と
なったため、同様の形式での開催は諦めざるを
得ませんでした。ただ他の会場での開催が出来
るかどうかを継続課題として協議していくこと
になりました。
　一方で、海老名市街頭無料相談会は、毎年開
催場所をご提供くださるイオン海老名店様のご
了解があれば同様の形式での開催が可能とのこ
とであったため、感染症防止対策を充分に施し
た上で開催準備を進めていくことになりまし
た。（その後、１０月１７日（土）に開催する
ことが決定しました。）

　次に支部勉強会および研修会の担当決めおよ
び議題に関しての討議に入り、勉強会は８月頃
を目途にＺＯＯＭを利用したオンライン形式の
勉強会を実施することとなり、内部講師として
支部役員でもある小坂英之先生による「事業化
給付金申請」をテーマに行うこととなりました
（本勉強会は８月７日に開催済）。しかし、支
部研修会については議題が固まらなかったこと
もあり、支部長および研修会担当役員で継続協
議となりました。
　

　他に年明けの新年賀詞交換会（懇親会は実施
しない）、座間市図書館セミナーへの講師派遣
については行う方向で検討するも、開催時期の
新型コロナウイルス感染状況や主催者様の意向
を踏まえながら対応していくこととなりまし
た。

【通信員後記】この頃から神奈川県での新型コ
ロナウイルス感染者数の第２波（正式には認め
られていない）が起こりつつありました。その
後、お盆時期に向かって感染者数は増加するの
ですが、感染拡大防止と経済再生の両立の難し
さを考えなければいけない新しい日常も始まっ
たのです。 （支部通信員　石黒祐功）


